































































































































































































 第N章 結 論
 1)調P標識virusを妊娠7～9日目のマウス尾翻泳内に接種し・胎盤・胎仔に於ける放射能の
 。σ皿1tを経時的に測定した結果,vi測8は胎盤に行きつくと同時に胎仔に移行し,胎盤に於け
 る増殖を必ずしも必要とするものではないことを知った。
 2)次に胎仔に移行したvirロ8がどの臓器に分布し・且つ奇形乃至は流産を発生せしめるだけ
 の増殖と組織の侵襲を来すものかどうかについて検討した。vtms増殖は胎盤・胎仔諸臓器に認
 められ,特に胎仔の肺と脳に著明であった。同時に螢光抗体法による組織観察と病理組織学的検
 索を行い,vi斑s増殖と組織侵襲を麦持する結果を得た。
 5)いわゆるcr三加calperi国と呼ばれる妊娠早期に罹患、した場合¢妊娠経過と胎仔に及ぼす
 影響をみるため妊娠3日目にsuble馳aldo6i8を感染せしめた。感染群では集まれてくる仔数が
 少く且つ小さいことを知り,その原因には子宮内での死亡啄収胎が対照より遥かに多いことをト
 殺実験により確認した。叉この際奇形例を認めた。
 4)以上の実験成績をそのま～.臨床にあてはめることは勿論困難であるが,奇形或は流産発生
 の可能性は大きく,i㎡luenza流行に際しては臨床家の注意が望まれる。
、
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審査結果要旨
 Greg9が風疹に罹患した妊婦から多数の奇形児が生れたことから,奇形とウイルスとの関係が
 重視されるに至ったが・この方面の実験的な裏附け'が充分になされている訳ではない。
 筆者は・妊婦が最も罹り易いウイルス疾患としてはインフルエンザの右に出るものがない点に
 着目し・インフルエンザが胎児に及ぼす影響について検討を加え・次の成績を得た。
 1)32P標識ウイルスを妊マウスに静注して観察するに,ウイルスは胎盤を通過して胎仔に到
 達し繁殖することを確認した。
 2)妊マウスに注入されたウイルスが何のような部位で増殖するかを,EI葛。,HA・更に螢光
 抗体法などで観察すると・胎盤や胎仔の肺や脳で特に増殖することを確認した。
 ろ)妊娠早期に感染した場合に,胎仔にどのような影響を及ぼすかを見るために・妊マウスで
 交尾後5日目にウイルスに感染させたところ・感染群では対照群よりも仔の数は少く・且つ小さ
 いことが分つた。仔数の少ないのは胎仔が死亡し子宮内で吸収されることが多いためであった。'
 吸収されないものには奇形が認、められるものも確認された。
 以上から・筆者はインフルエンザに感染した母体から奇形児が生れ・或は高度奇形の結果,胎
 児死亡や流産も起り得ることを確認している。本論女は先天異常の防止に有力の手がかりを与え
 た点で有意義なものである。
 一331一
